地盤工学会　北海道支部
技術報告集　第66号
令和8年1月　於　札幌市



題目は1行目（ゴシック体、10.5pt、センタリング）（長い場合2行にして構いません）英文で題名，著者，所属を記入（1ページ目のみ）（フォントは本文と同じくTimes New Roman, 9ポイント）
なお，この部分はテキストボックスを使用しています．また，記載量に応じて実線を自由に移動してください．目安は2～3行以内としてください

（1行あける）
株式会社XX	正会員	○地盤　太郎
YY大学大学院	国際会員	土木　太郎
YY大学工学部	正会員（学生）	北海道　太郎
（1行あける）（所属、会員種別、氏名（発表者の前に○）を書いて下さい　↑）
１．はじめに
· 1行48文字，1ページ45行の設定です（和文の場合）． 
· 原稿ページ数は，最大10ページまでの偶数ページ数とします．
· この記入例では文字の大きさは9ptです．
· この記入例では和文フォント=MS明朝，英数字フォント=Times New Romanの設定にしています．なお，図-1，式-2のように，図表式番号をMSゴシック体により区別して表記してもかまいません．
· 余白は上下左右すべて22mmです．印刷の関係上，余白の大きさは変更しないで下さい． 
· 段組設定はしないでください．
· 1ページ目の下部に2～3行で英文で題名，著者名，所属をご記入下さい．その際，本文との区別をするための線を挿入して下さい．本ページ下部の例をご参照下さい．
· 発表者氏名の前に○印をつけて下さい．
英文で執筆する場合は、余白を変更せずに，読みやすいように1行当りの文字数を調整してください．
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· 2ページ以降は1行目より書いて下さい．
· 左上のロゴは1ページ目のみに記載してください．


４．○○


５．○○
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